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く 1'>=Nく lαjf> (3) 
よって，
的(tn)=αj・市_1 (4) 














価格差の自己相関 A O 
ボラティリティー の分布 。O 
ポラティリティー の自己相関 × 。
取引閣隔の分布 × O 
取引間隔の自己相関 × O 




改良後のモデルで，N = 100，aj = 
(-0.1，0.1)，匂 =(-15.5，.15.5)，L = 
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